
（都市整備局）

事　　業　　名 事　　業　　費 説　　　　　　　　　　　 　　　　明

豪雨災害被災者への
支援 2,878万6千円 被災者への仮住宅の提供 2,482万円

財源内訳 　　昨年８月20日の豪雨災害の被災者
　　が安心して将来設計できる環境を

　一般財源 　　整えるため、自宅の再建、修理又
2,878万6千円 　　は取得を予定している者について、

　　民間賃貸住宅等の入居期間を延長
　　する。 　

　　　入居期間　28年８月末まで

新
被災者の生活再建支援 396万6千円

　　被災者からの生活再建に関する多
　　様な相談事項のうち、専門家の対
　　応が必要な相談について、専門家
　　を派遣し、個別に相談できる機会
　　を設ける。

　　　弁護士等　月12回程度

豪雨災害被災地の復 新
興まちづくりの推進 7,797万円 地域の復興まちづくり活動への支援 197万円

財源内訳 　　町内会や自治会等の地域団体の相
　　談に応じて、コンサルタントの派

　市債 　　遣等を行い、地域が主体となって
6,460万円 　　取り組むまちづくりプランの作成

　　を支援する。
　一般財源

1,337万円
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事　　業　　名 事　　業　　費 説　　　　　　　　　　　 　　　　明

市道の拡幅等 3,240万円

　　安佐南区　２路線 1,440万円　

　　　測量・実施設計等

　　安佐北区　１路線 1,800万円　

　　　測量等

　　（整備スケジュール）

　　　27年度　測量・実施設計等
 
　　　28～31年度　用地取得、工事等

普通河川改良 4,360万円

　　安佐北区　６河川

　　　測量・実施設計等

　　（整備スケジュール）

　　　27年度　測量・実施設計等

　　　28～31年度　用地取得、工事

－23－



事　　業　　名 事　　業　　費 説　　　　　　　　　　　 　　　　明

西広島駅北口地区の
まちづくりの推進 4,494万3千円 26年度に実施した西広島駅北口地区住

民等へのアンケートの結果を踏まえ、
財源内訳 北口地区における土地区画整理事業の

実現に向けた詳細な検討を行うととも
　国庫補助金 に、今後のまちづくりに活用するため

110万円 の用地を取得する。

　基金繰入金 　　土地区画整理事業の実現に向け
3,500万5千円 　　た詳細な検討 993万8千円

　一般財源 　　用地の取得 3,500万5千円

883万8千円 　　（開発事業特別会計）

県施行港湾整備事業
負担金 2億2,600万円 五日市地区の上屋の整備 2億円

財源内訳 　　港湾倉庫として活用するとともに、
　　大型旅客船入港時の乗船客の受入

　市債 　　れ対応機能を兼ねた施設を整備す
2億2,600万円 　　る。

　　事業費　4億円
　　（負担割合　県１／２、市１／２）

出島地区の荷役機械の改良 2,600万円

　　事業費　1億3,000万円
　　（負担割合　県１／２、市１／２）

　（債務負担行為の設定）
事　業　名 期　　間 限　度　額

県施行出島地区
ガントリークレ
ーン改良事業負
担金

28年度 3,900万円
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事　　業　　名 事　　業　　費 説　　　　　　　　　　　 　　　　明

新
立地適正化計画の策
定に向けた取組 800万円 居住機能や福祉・医療・商業等の都市

機能を誘導するための施策等を定めた
財源内訳 立地適正化計画の策定に向け、区域設

定等に必要となる基礎調査を行う。
　国庫補助金

400万円 　（スケジュール）

　一般財源 　　27年度　基礎調査
400万円

　　28年度　都市機能誘導区域に係る
　　　　　　計画策定

　　30年度　居住誘導区域に係る計画
　　　　　　策定

魅力ある都心づくり
推進事業 1,400万円 広島都市圏の発展をけん引する役割を

担う都心部におけるにぎわいの創出や
財源内訳 回遊性の向上に県市が連携して取り組

む。
　県負担金

700万円 　　都心活性化プランの策定 1,000万円

　一般財源 　　　28年度での都心活性化プランの
700万円 　　　策定に向けて、経済界、有識者

　　　等による懇談会や都心の活性化
　　　に関するシンポジウムなどを行
　　　う。

　　都市計画制度を活用した都心部の
　　活性化 400万円

　　　モデル地区を設定し、街並み誘
　　　導型地区計画などの都市計画制
　　　度を活用した地区の活性化検討
　　　を行う。

　　（負担割合　県１／２、市１／２）
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事　　業　　名 事　　業　　費 説　　　　　　　　　　　 　　　　明

広島駅南口地下広場
大型映像表示装置の 3,200万円 広島駅南口地区のにぎわいの創出に寄
更新 与するため、老朽化した大型映像表示

財源内訳 装置を更新する。

　国庫補助金
1,600万円

　市債
1,440万円

　一般財源
160万円

原爆ドームの保存整
備 4,750万円 耐震対策 4,500万円

財源内訳 　　補強工事

　国庫補助金
2,250万円 史跡原爆ドーム保存技術指導委員会の

開催等 250万円

　基金繰入金
2,500万円 　　耐震対策及び補修についての意見

　　聴取
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事　　業　　名 事　　業　　費 説　　　　　　　　　　　 　　　　明

安佐動物公園の活性
化 1,000万円 ガイド用スマートフォンアプリの導入 370万円

財源内訳 　　スマートフォンを活用した園内案
　　内・動物解説システムを導入する。

　一般財源
1,000万円

施設案内看板の設置 270万円

　　安佐動物公園までの経路沿道に案
　　内看板を設置し、施設の立地をＰ
　　Ｒする。

　　　８か所（勝木安古市線沿道）

姉妹動物園との交流 160万円

　　26年度に姉妹動物園提携を結んだ
　　ホノルル動物園に職員を派遣し、
　　飼育技術の向上や展示の充実に役
　　立てる。

動物解説サインの更新 120万円

　　28か所

宮島水族館との連携 40万円

　　より効果的に誘客促進を図るため、
　　宮島水族館と連携して、共同ポス
　　ターの作成等の広報活動を展開す
　　る。

寄附募集に係る看板等の作成 40万円

　　安佐動物公園整備に係る財源を確
　　保するための寄附募集について、
　　看板やリーフレットを作成し、来
　　園者や市民等への周知を図る。
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事　　業　　名 事　　業　　費 説　　　　　　　　　　　 　　　　明

新
がけ地近接等危険住
宅移転補助事業 3,211万6千円 土砂災害特別警戒区域等の区域内に存

する既存不適格住宅等を対象に、除却
財源内訳 費や移転先の住宅の建設又は購入に係

る経費（借入金利子相当額）を補助す
　国庫補助金 る。

1,605万8千円

　　除却費補助
　県補助金 　

802万9千円 　　　補助率　10／10

　一般財源 　　　限度額　80万2千円／戸
802万9千円

　　建設費補助

　　　補助率　10／10

　　　限度額　722万7千円／戸

新
住宅等の土砂災害対
策改修補助事業 607万2千円 土砂災害特別警戒区域内の住宅等につ

いて、外壁強化など、土砂災害に対し
財源内訳 て安全な構造にするための改修に要す

る経費の一部を補助する。
　国庫補助金

303万6千円 　　補助率　改修工事費の23％

　県補助金 　　限度額　75万9千円／戸
151万8千円

　一般財源
151万8千円
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事　　業　　名 事　　業　　費 説　　　　　　　　　　　 　　　　明

新
老朽空き家対策事業 2,027万9千円 老朽空き家の所有者に対する適正管理

の指導や除却支援など、今後の空き家
財源内訳 対策の検討に向け、現状を把握するた

めの実態調査を行う。
　国庫補助金

1,008万5千円

　一般財源
1,019万4千円

新
住宅団地における住
替え促進モデル事業 1,373万2千円 住宅団地の自治組織が、空き家を活用

して子育て世帯の住替えを促進するた
財源内訳 めの取組を行う場合に、空き家のリフ

ォーム費や入居者の家賃の一部を補助
　国庫補助金 する。

1,373万2千円

　　リフォーム費補助

　　　補助率　リフォーム費用の１／２

　　　限度額　50万円／戸

　　家賃補助

　　　補助率　家賃の１／２

　　　限度額　2万円／月・戸

　　　補助期間　最大24か月間
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